






本班は、母体に感染している病原微生物が妊娠・分娩・授乳を通じて、胎児、新生児、乳

児に感染し、流早死産、奇形児、先天感染児、中枢神経障害児、更には成人してからの疾

患を招来する。多くの病原微生物が関連しているが、それぞれに臨床的意義が異なり、そ

の評価を十分行うことにより、妊婦保健指導に反映させることを目的として本班は発足し

た。 

本年度は、以下のような課題について検討を行うことにした。 

1.本邦における妊婦の感染症の罹患頻度と実態を把握すること 

2.本邦において、母子感染によって生じたと思われる新生児・乳児異常の頻度について調

査する 

3.母体管理における風疹感染の診断法の基準作成とパルボウイルス診断法の開発 

4.HTLV-1 キャリア妊婦より出生した児の追跡調査 

その結果、今年度は以下の成果が得られた。 


